
平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 県産材利用促進に係わる検討会（新規）

流 域 名 八溝多賀、水戸那珂、霞ヶ浦

実施箇所及び 平成 22 年 6 月 25 日茨城県産材利用促進検討会開催
実施日 平成 22 年 10 月 7 日 〃

取組の背景及 県産材の利用促進を図るため、木材生産から製材にいたる木
び必要性 材産業の活性化に向けた、県、各関係団体の意見交換が必要

茨城県常陸大宮市宮の郷工業団地に茨城県森林組合連合会共
販所と茨城県木材協同組合連合会木材乾燥施設の建設が行わ
れ、茨城県の木材拠点となる。

取 組 の 内 容
また、大規模木材会社の建設計画があり木材の安定的な供給

が期待されており、関係者による検討会を開催した。

国有林担当 茨城森林管理署：公共建築物における木材利用促進法の説明
部局・役割 森林管理署の販売計画について説明

連携協働相 茨城県、林業関係団体、県森連、県木連
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 県産材利用促進に係わる検討会 （新規）

茨城県常陸大宮市宮の郷工業団地内に県産材の流通・加工の拠点として２つ
の施設が整備された。

新しくなった共販所 名称は「宮の郷木材流通センター」
みや さと

事業主体
茨城県森林組合連合会

敷地面積 2.3ha

共販５万ｍ３(年間)

【宮の郷木材流通センターの概要】茨城県森林組合連合会から

竣工された木材乾燥施設

敷地面積 1.0ha

蒸気式高温乾燥器

30 ｍ
3

3 基

蒸気式中温乾燥施設

30 ｍ
3

４基

木屑焚きボイラー 2

頓１基

乾燥材生産量

5,000m3(年）

【木材乾燥施設概要】八溝多賀木材乾燥協同組合から



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 林業技術向上に向けた講習会の開催 （新規）

流 域 名 水戸那珂、八溝多賀

実施箇所及び 茨城県常陸大宮市高部
実施日 平成２２年１１月２９日（月）

取組の背景及 森林整備を積極的に実施するためには、林業担い手の確保と
び必要性 素材生産事業の高効率化・低コストを図ることが重要。

・森林・林業の最近の動向」や茨城森林管理署における「列状
間伐と高性能林業機械による林業の低コスト化」について国有
林における施業実施状況と結果を発表。また現地において列状

取 組 の 内 容 間伐の実施状況を説明した。

民有林のスギ人工林において、低コストで耐久性の高い作業
道の作設を、林業事業体の職員が講師となり作設を研修した。

国有林担当 茨城森林管理署：企画、講師、フィールドの提供、運営
部局・役割 資料の作成

連携協働相 茨城県・茨城県林業協会：企画、参加者の募集、運営、資料の
手先・役割 作成

美和木材協同組合：高性能林業機械の実演・講師



【 参 考 資 料 】

取 組 名 林業技術向上に向けた講習会の開催

←「列状間伐と高性能林
業機械による林業の低
コスト化」講演

（講師：茨城森林管理署）

←列状間伐実施箇所
（鷲ノ子国有林４６林班）

（講師：茨城森林管理署）

←低コストで耐久性の高
い道づくり

現地にて作設研修

（講師：美和木材協同組合）



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林環境整備事業（継続）

流 域 名 水戸那珂、霞ヶ浦、八溝多賀

実施箇所及び ①いばらき森林クラブ 高光坊国有林 保育間伐 1.30ha
実施日 ②森のボランティア茨城 戸沢国有林 保育間伐 0.70ha

③ドングリの会 椚平国有林 歩道整備 500 ｍ
④あたご四季の会 南山国有林 除伐 0.89ha
⑤すいふ恵海の森林 男体国有林 下刈 4,00ha

取組の背景及 森林整備活動を通して森林整備技術の向上と森林林業への理
び必要性 解を深めることが重要である。

各種ボランティア団体が行う森林整備活動にフィールドの提
供や森林管理署へ講師の派遣要請があり、技術指導を行うなど
実施した。

取 組 の 内 容

国有林担当 茨城森林管理署：フィールドの提供
部局・役割

連携協働相 ボランティア団体：森林整備の活動
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林環境整備事業（継続）

← あたご四季の会

除伐作業 南山国有林

← いばらき森林クラブ

保育間伐作業 高光坊国有林

← 森のボランティア茨城

保育間伐作業 戸沢国有林



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 間伐材利用促進（継続）

流 域 名 八溝多賀、水戸那珂

実施箇所及び 内野林道・田代支線林道・鈴平継続的作業道・大和田ヶ入継続
実施日 的作業道

平成２２年度土木工事

取組の背景及 間伐材の利用を促進し林業の活性化を図る。
び必要性

内野林道や鈴平継続的作業道等４路線新設工事において間伐
材を利用。

取 組 の 内 容 木柵工、流木避けを設計。約２３ m ３ を使用した。

国有林担当 茨城森林管理署：署発注の公共工事の設計に丸棒を使用する工
部局・役割 種を取り入れに努めた。

連携協働相 請負者：施行を実施
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 間伐材利用促進（継続）

← 流木避け

← 木柵工


